
2022年度コンプライアンス講習会　理解度確認テスト結果

講演会実施日：2022年９月9日（金）

回答者数：131名（対象131名）

＜次のうち、正しいものを全て選びなさい＞ 正解　3.5.7.9

131

回答数

正答

128 3

回答数

正答 誤答

Q2.研究費のルールより、研究の効率を優

先させることは極めて重要である。

125 6

回答数

正答 誤答

125 6

回答数

正答 誤答

131

回答数

正答

121 10

回答数

正答 誤答

Q1.研究費Aの予算を節約により余剰させ、研究費

Bの消耗品の購入に充当する。

Q3. 単年度決算の研究費で研究が計画通り

進捗しなかったので、年度末に余った研究

費を返納した。

Q4. 年度末発注の物品納入が翌年度になっ

た場合は、事前に納入業者へ依頼して物品

の納入日が年度内となるように訂正しても

らう。

Q5.研究者ほか研究に関わる職員は、研究費

の適正使用に関するガイドラインを熟知し、

関係する講習会に参加する。

Q6. 個人情報保護法は、組織的管理より個

人による情報管理を求めている。



今後研修会で取り上げてほしいテーマ等ございましたら、ご記入ください。

・研究の国際基準について

・個人情報保護に関する具体的な線引き（違反になった具体例や、それの対策として望ましい形など）

・研究倫理の言及が多かったが、コンプライアンスは法令順守のことなので、どんな法令が研究には関

係していて何を守らないといけないのかを明確にしてスリムにご説明頂けると助かる 

2022.10.28　

附属研究所運営委員会

116 15

回答数

正答 誤答

126 5

回答数

正答 誤答

128 3

回答数

正答 誤答

115 16

回答数

正答 誤答

Q7.保有個人データの開示について、請求者

である個人がデジタルデータでの提供を含

む開示方法を指定できる。

Q8. 個人情報の漏洩などのトラブル時

は、個人情報保護委員会に報告すべき

であり、本人への通報は義務化されて

いない。

Q9. 組織内での個人情報を法律上不適切

に使用していないことを、組織として確

認する。

Q10. 仮名加工情報とは、本人の名前を

別人に変換して使用できる情報である。




